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会場A
パレスホテル

・テーマ別セッション１～７



会場A プログラム

12

［1］12月7日（火曜日）13時30分～15時00分
国連食料システムサミットを経た持続可能な食料システムへの変革の潮流
～国連食料システムサミットの総括と「みどりの食料システム戦略」を踏まえた我が国が目指す
食料システムの姿
座長：大澤誠（前農林水産審議官、国連食料システムサミット国内対話責任者、
農林中央金庫エグゼクティブ・アドバイザー）

［2］12月7日（火曜日）15時30分～17時00分
食を通じた栄養課題の持続的解決に向けて
～「たべものはローカル、知恵はグローバルに」
座長：戸田隆夫（元JICA上級審議役）

［3］12月7日（火曜日）17時30分～19時00分
栄養不良の二重負荷への対策と支援の枠組み
～グローバルコミュニティとの円卓会議
座長：Steve Godfrey（Global Alliance for Improved Nutrition）

［4］12月8日（水曜日）8時30分～10時00分
誰一人取り残さないための食育の推進
～食行動変容を促す食育のポピュレーションアプローチ
座長：武見ゆかり（女子栄養大学大学院教授）

［5］12月8日（水曜日）10時30分～12時00分
栄養課題解決に向けた日本の知見と提言
～「個人の状況に応じた栄養改善」の実現に向けた食文化・食習慣へのアプローチと企業の貢献
座長：佐藤洋一郎（和食文化学会初代会長、京都府立大学特任教授）

［6］12月8日（水曜日）13時30分～15時00分
栄養課題解決に向けた社会システム構築の必要性
～“日本の栄養改善”を未来につなぐ、イノベーションで実現する栄養改善の新しい社会システム
座長：山口隆司（栄養改善事業推進プラットフォーム事務局長）

［7］12月8日（水曜日）15時30分～17時00分
日本の食産業から世界へのメッセージ
～栄養改善と持続可能な発展の両立のために
座長：新井ゆたか（農林水産審議官）



オープニングセレモニー
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農林水産大臣 金子原二郎氏

現在世界的に、栄養状態は悪化しています。全ての国・地域、関係者がその立場を超えて、飢餓のない持続可
能な社会の実現に向けた行動を起こさなければなりません。本サイドイベントは、国連食料システムサミットの成果を
引き継ぎ、栄養不良の課題解決と健康で持続可能な食料システムの実現に向け、多様な関係者間での経験の共
有と今後の貢献策の議論を行うことを目的としています。2日間のサイドイベントの成果として、日本の食関係者が取
り組むアクションプランを取りまとめ、世界に発信したいと考えています。関係者のパートナーシップが深まり、国際的取
り組みが推進されることを期待しています。

国連食料システムサミット特使 アグネス・カリバタ氏

栄養不良は、健康、レジリエンス、繁栄を万人に確保する上での一番の課題であり、持続可能な食料システムは
その画期的な解決策となるものです。先の国連食料システムサミットでは、栄養不良を含む飢餓の撲滅を国家の最
優先事項とする、各国の強い政治的意志が認められました。この機運を高め、行動につなげていく必要があります。
東京栄養サミットの成果に期待するとともに、2030年に向けて皆さまとの協力を続けてまいります。

農林水産大臣 金子原二郎氏 国連食料システムサミット特使
アグネス・カリバタ氏
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